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今月のトピック

　水害の備えと
　　　災害ボランティア活動

特　集●

●わたしの世田谷

友達に、『どこに住んでるの？』と聞か
れて『世田谷だよ～』と答えると、決まっ
て皆声を揃えて『いいなあ～！』と言う。
私の自慢の街です。

イラストレーション● 関　なつみ
世田谷区在住の、空間デザインを学びに、
毎日渋谷に通っている学生。生活感のあ
るものと、プールの底にうつる模様が好
きです。

まちの市民力！●  いまできること
　　　　　　　　　　　　～おうちですごそうプロジェクト～

https://www.otagaisama.or.jp/
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■
水
害
を
知
っ
て
備
え
る
こ
と

　

地
球
規
模
の
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

り
、
数
十
年
に
一
度
の
猛
烈
な
雨
を
警

戒
す
る
「
大
雨
特
別
警
報
」
が
発
令
さ

れ
た
り
、
想
定
を
超
え
る
よ
う
な
気
象

現
象
が
年
々
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
被
害
が

増
え
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、「
水
害
」

を
知
っ
て
備
え
て
お
く
こ
と
は
、
地
震

の
対
策
と
同
じ
く
ら
い
身
近
で
重
要
な

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
に
潜
む
「
内
水
氾
濫
」
の
危
険

　

水
害
は
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
起
こ

る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
降
雨
が
集

中
し
、地
中
に
埋
設
さ
れ
た
排
水
路（
暗

き
ょ
）の
排
水
能
力
を
超
え
た
と
き
に
、

大
量
の
水
が
あ
ふ
れ
出
ま
す
。
こ
れ
を

「
内
水
氾
濫
」
と
言
い
、
窪
地
や
坂
の

下
、
道
路
よ
り
低
い
敷
地
な
ど
に
浸
水

被
害
が
発
生
し
ま
す
。
近
年
、
時
間
雨

量
50
㎜
を
超
え
る
豪
雨
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
水
害
の
危
険
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
読
み
取
る

　

水
害
に
よ
る
浸
水
の
可
能
性
を
地
図

上
で
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
『
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
で
す
。
区
内

総
合
支
所
や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。
ご
自
宅
だ
け
で
な
く
、
勤
務
先
や

移
動
経
路
な
ど
で
、
ど
の
よ
う
な
被
害

が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
様
々
な

情
報
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

自
宅
周
辺
を
観
察
す
る

　

自
宅
の
周
辺
で
、
道
路
の
わ
ず
か
な

傾
斜
、
側
溝
や
排
水
路
の
位
置
、
道
路

と
敷
地
の
高
低
関
係
な
ど
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
水
害
の
時
に
氾
濫
し
た
水
が

ど
の
よ
う
に
流
れ
、
溜
ま
っ
て
い
く
の

か
、
自
宅
敷
地
に
流
れ
込
む
危
険
性
な

ど
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

昨年 10 月、台風 19 号により全国各地で大規模
な水害が発生しました。区内でも被害があり、世田
谷ボランティア協会では、ボランティアによる復旧
支援活動に取り組み、延べ 951名のボランティアが
参加しました。
「水害」は今後も発生する恐れがあります。今回
の水害を教訓として、水害のことを知り、どのよう
に備え、どうやって復旧するかについて、冊子『世
田谷区での水害と災害ボランティア活動』を作成し
ました。内容の一部をご紹介します。

水害の備えと水害の備えと
　　災害ボランティア活動　　災害ボランティア活動
水害の備えと
　　災害ボランティア活動

特
集
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報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

★
大
雨
の
時
は
降
水
短
時
間
予
報
や
河

　

川
水
位
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

★
多
摩
川
上
流
域
の
降
雨
に
も
注
意
し

　

ま
し
ょ
う
。

■
避
難
前
後
の
注
意
点

《
避
難
前
に
す
る
べ
き
こ
と
》

★
ガ
ス
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
栓
を

　

締
め
る
。

★
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
。

《
自
宅
に
戻
る
と
き
の
注
意
点
》

★
明
る
い
時
間
帯
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

★
マ
ン
ホ
ー
ル
や
浄
化
槽
の
フ
タ
が
流

　

さ
れ
て
、
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。
足
元
に
も
注
意
。

★
太
陽
光
発
電
が
落
下
し
、
感
電
す
る

　

危
険
が
あ
り
ま
す
。

★
電
気
系
統
の
安
全
が
確
認
で
き
る
ま

　

で
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
入
れ
な
い
よ
う

　

に
注
意
。

★
水
道
水
は
汚
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る

　

の
で
、
し
ば
ら
く
流
し
て
か
ら
使
い

　

さ
ら
に
自
宅
敷
地
内
の
高
低
差
、
塀

の
防
水
性
や
強
度
、
排
水
口
や
内
ま
す

の
位
置
や
構
造
（
逆
流
の
可
能
性
）、

建
物
基
礎
の
通
気
口
の
位
置
な
ど
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
敷
地
に
流
れ
込
む
水

が
ど
う
動
く
か
を
想
定
し
て
お
く
こ
と

が
大
事
で
す
。

迷
わ
ず
早
め
の
避
難

　

避
難
の
判
断
が
遅
れ
る
と
、
避
難
経

路
が
冠
水
に
よ
り
通
行
で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
早
め
の
行
動
が

重
要
で
す
。

　

水
害
の
発
生
を
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
気
象
情
報
か
ら
予
測
す

る
こ
と
で
、
水
害
に
備
え
た
行
動
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
象
情
報
に
注

目
し
、
上
記
の
よ
う
な
防
災
減
災
対
策

を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
を
小
さ

く
し
、
被
災
後
の
復
旧
を
早
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

★
天
気
予
報
の
解
説
を
よ
く
聞
き
、

　

５
日
先
ま
で
出
さ
れ
る
台
風
進
路
予

水害に備えた防災減災対策チェック！

□電化製品や貴重品を高いところに移動する。
□雨戸やブラインドを閉める。
□ガラスが割れた時のために飛散防止のフィルムを貼る。
□土のう、水のうを作り、水や土砂の
　流入しそうな場所に積む。
□自動車を高台に移動する。
□周辺の側溝や雨水枡を掃除して
　排水機能を高める。
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然
自
失
と
な
り
が
ち
で
す
。
気
を
取
り

直
し
て
復
旧
作
業
に
あ
た
ろ
う
と
し
て

も
、
膨
大
な
作
業
量
に
た
じ
ろ
い
で
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
支
援
が
あ
れ
ば
本
当
に
助

か
り
、
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
被
災
か
ら
の
復

旧
に
不
可
欠
の
も
の
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
専
門
的
技
能
を

必
要
と
し
な
い
作
業
で
あ
れ
ば
、
た
い

て
い
の
こ
と
は
処
理
で
き
ま
す
。

　

ま
し
ょ
う
。

★
数
日
し
て
自
宅
に
戻
っ
た
と
き
は
、

　

カ
ビ
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る

　

の
で
、
ド
ア
と
窓
を
開
放
し
て
30
分

　

以
上
換
気
し
て
く
だ
さ
い
。

■
復
旧
作
業
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

水
や
泥
を
か
ぶ
っ
た
床
や
壁
は
、
時

間
が
た
つ
と
悪
臭
や
カ
ビ
が
発
生
し
ま

す
。
表
面
的
に
は
見
え
な
く
て
も
、
住

宅
が
浸
水
し
た
ら
、
床
下
に
水
や
泥
が

入
り
込
ん
で
い
な
い
か
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

復
旧
に
向
け
た
作
業
は
で
き
る
限
り

早
く
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
下
の
表

は
、
生
活
再
開
ま
で
の
主
な
復
旧
作
業

の
流
れ
を
示
し
て
い
ま
す
。
生
活
再
建

に
は
、
最
低
で
も
１
か
月
、
長
け
れ
ば

１
年
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
重
要
性

　

自
宅
が
被
災
す
る
と
、
被
災
者
は
茫

水平避難（立ち退き避難）

避難する際は浸水が浅い経路を利用し
て指定された避難所や、近隣の高い場所等
へ移動しましょう。

垂直避難（屋内での安全確保）

洪水や大雨などが激しくなり、屋外に
出るほうが危険な場合は、自宅や建物の
2階以上など、より高い場所へ避難しま
しょう。しょう。
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　 TEL 03-5712-5101

2019 年 10 月の支援活動の様子

■
せ
た
が
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
セ
ン
タ
ー
の
活
動

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る

　

せ
た
が
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
世
田
谷
区
と
の
協
定
に
も
と

づ
い
て
、
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

内
に
常
設
さ
れ
て
い
る
活
動
機
関
で

す
。

　

震
災
や
水
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
か
ら
の
要
望
と

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
し
ま
す
。

●
被
災
者
か
ら
支
援
要
請
を
受
付
る

　

そ
れ
に
は
、
被
災
さ
れ
た
方
か
ら
支

援
要
請
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
被

災
地
域
を
巡
回
し
て
、
支
援
要
請
を
呼

び
か
け
る
活
動
も
し
ま
す
。

●
復
旧
活
動
に
つ
い
て
の
打
合
せ

　

被
災
さ
れ
た
方
か
ら
支
援
要
請
が
届

く
と
、
一
定
の
知
識
や
支
援
経
験
の
あ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
原
則
、
現

地
調
査
に
出
向
き
ま
す
。
被
害
の
具
体

的
な
状
況
や
建
物
の
仕
様
、
被
災
者
の

希
望
な
ど
を
確
認
し
、
ど
の
よ
う
な
作

業
を
進
め
て
い
く
か
を
被
災
者
と
相
談

し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
支
え
る

　

支
援
活
動
の
内
容
や
必
要
人
数
な
ど

に
基
づ
い
て
、
派
遣
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
支
援
活
動
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
そ
の

際
、
活
動
先
の
被
害
状
況
、
活
動
内
容
、

活
動
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
安
全
の
た
め
の
注
意
事
項

等
を
細
か
く
説
明
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
被
災
者
の
心
情
を
思
っ
て
、

常
に
丁
寧
な
作
業
を
心
が
け
ま
す
。
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せたがや災害ボランティアセンター

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
も
と
に

作
成
し
た
『
世
田
谷
区
で
の

水
害
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
』
の
冊
子
は
、「
せ
た
が

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
活
動
結
果
の
確
認
と
継
続
支
援

　

そ
の
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
終

了
し
た
後
は
、
活
動
結
果
を
確
認
し
、

復
旧
ま
で
の
過
程
を
考
え
、
継
続
的
な

支
援
を
検
討
し
ま
す
。
作
業
が
１
回
で

は
終
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
日
を
お
い
て

次
の
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、
昨
年

の
水
害
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

被
災
さ
れ
た
方
の
支

援
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と

も
に
、「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
が
活
躍

し
ま
し
た
。
こ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
養
成
講
座
を
受
講

し
、
登
録
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
で
す
。

水害に遭ってしまったら…

　自宅に戻ったら、片づける前に被災状況を必ず写真を撮りましょう。罹災証明の取得や
保険金請求のために写真が必要となります。
　自宅に戻ったら、片づける前に被災状況を必ず写真を撮りましょう。罹災証明の取得や

「災害ボランティアコーディネーター養成講座」は、
開催日が決まり次第、ホームページ・facebook などでお知らせします。

★被災状況、特に浸水の高さが分かるように、浸水によっ
てできた跡（線）の脇に人が立っているところを撮影
します。

★建物の外の状況もいろいろな角度（4方向）から撮影
します。

★家電製品、キッチン、自動車、物置など、被害を受け
た物についてできるだけたくさん撮影します。
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新型コロナウイルスの影響により、「いつも」
の生活ができない期間が長く続いています。その
状況のなかでも、「いまできること」を工夫してき
た、ボランティアセンターとご近所ぐるみの取り
組みをご紹介します。

「いまできること ～おうちですごそうプロジェクト～」

■ご近所に「セタボラだより」発行！
ボランティアセンターで毎月実施してき

た「しもうま夕ごはん会」。3月以降中止と
なり、ご近所さんの顔が見られない日々が
続きました。調理ボランティアとの話し合
いで、少しでもつながりを感じられたらと
「セタボラだより」を作成。簡単レシピや川
柳を募集し、ご近所に配布しました。

■はがきで励ましつながろう
外出できずにひとりで過ごしている方を

励まそうと、4月から始めたこの企画。お子
さんだけでなく、大人の方からもすてきなハ
ガキがたくさん寄せられました。
　地域のあんしんすこやかセンターのご協
力のもと、ハガキが高齢の方のお宅へ届けら
れ、「元気が出たわ！」と喜んでいただけま
した。（詳しくは 10ページをご覧ください）

■本の交換所
5月、図書館が閉館していた間、ボランティ
アセンター前で無人の「本の交換所」を始
めました。おすすめの一言などのメッセー
ジを添えて、読み終えた本を提供いただき、
次の方へと手わたっていくしくみです。毎
日毎日少しずつ入れ替わり、誰かの大切な
本が誰かのもとへ旅立っていきました。

笑顔で
　みんなと食事　
　　　待ち遠しい

めいっぱい
　　おしゃれしてみて
　　　　　さあどこへ

笑顔で笑顔で笑顔で
　みんなと食事　
　　　待ち遠しい　　　待ち遠しい　　　待ち遠しい

特設サイトをつくりました
https://ouchiproject.wixsite.com/hagaki



京王線沿線
小田急線沿線

世田谷線沿線
東急線沿線

個
別
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

感
覚
過
敏
の
女
性
の
家
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ご
相
談
く
だ
さ
い控

え
て
い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

試
み
も
取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

　
勉
強
へ
の
気
持
ち
や
、
学
ぶ
ポ
イ
ン

ト
な
ど
、
本
人
の
ペ
ー
ス
や
特
徴
を
尊

重
し
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー　
担
当　
高
居
・
青
木

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

takai@
otagaisam

a.or.jp

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

「
発
達
障
が
い
や
学
習
障
が
い
の
傾
向

が
あ
っ
た
り
、不
登
校
の
経
験
が
あ
り
、

学
習
の
理
解
の
面
で
苦
労
を
し
て
い

る
」「
勉
強
に
向
き
合
う
こ
と
が
苦
手
。

学
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
」
な

ど
の
相
談
を
受
け
、
小
・
中
学
生
の
個

別
の
学
習
支
援
に
取
り
組
む
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
現
在
は
対
面
で
の
学
習
支
援
は

る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
、
お

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
電
話
で
お
話
し
し
な
が
ら
、
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
そ
う
か
、
ど
ん
な
解
決
方

法
が
あ
り
そ
う
か
、一
緒
に
考
え
ま
す
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー（
火
曜
〜
土
曜
９
時
〜
17
時
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
必
要
と
し
て
い

る
方
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
つ
な
ぎ

す
る
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。
今
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
人
と
会
っ
た
り
、
集
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
た
り
、

ど
こ
に
連
絡
し
た
ら
問
題
を
解
決
で
き

●
日
時
／
水
曜
日
9
時
〜
18
時(

時
間

　
応
相
談)

●
●
場
所
／
自
宅

●
交
通
／
千
歳
船
橋
駅
徒
歩
5
分

●
募
集
人
数
／
数
人

●
条
件
／
時
給
１
５
０
０
円
〜
、
交
通

　
費
実
費
支
給
、
女
性
に
限
る

●
問
合
せ
／
相
馬
、
岡
村

　
０
９
０
‐
１
８
４
３
‐
６
４
８
１

　
日
常
の
家
事
援
助
と
身
体
介
護
、
ま

た
一
緒
に
外
出
し
た
り
食
事
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル

パ
ー
2
級
・
初
任
者
研
修
資
格
者
希
望

で
女
性
の
方
に
限
り
ま
す
（
ヘ
ル
パ
ー

資
格
の
な
い
方
は
重
度
訪
問
介
護
従
業

者
研
修
資
格
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
、
そ
れ

以
外
の
方
は
応
相
談
）
詳
細
は
お
電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
／
不
定
期
（
事
前
に
メ
ー
ル
等

　

で
日
時
を
相
談
）、
多
く
て
も
週
1

　
〜
2
回
、
1
〜
2
時
間
程
度

●
場
所
／
自
宅(

下
北
沢
近
辺)

●
条
件
／
女
性
限
定
。交
通
費
支
給（
上

　
限
あ
り

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
電
話　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

tam
abora@

otagaisam
a.or.jp

　
梅
雨
や
台
風
の
時
期
の
気
圧
変
化
や

夏
の
日
差
し
に
よ
り
、
め
ま
い
や
手
指

の
触
覚
の
過
敏
さ
と
い
っ
た
形
で
体
に

不
調
が
出
て
し
ま
う
20
代
女
性
が
、
体

調
が
悪
い
と
き
に
簡
単
な
家
事
を
し
て

く
だ
さ
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。
近
所

で
の
買
い
物
、ゴ
ミ
出
し
、食
器
洗
い
、

簡
単
な
掃
除
機
が
け
な
ど
を
お
願
い
し

た
い
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
求
む
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個
別
の
学
習
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　

脳
性
ま
ひ
の
60
代
女
性
の
介
助
者
募
集

有
償
ス
タ
ッ
フ
募
集
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難
病
の
方
の
通
勤
サ
ポ
ー
ト
有
償
ス
タ
ッ
フ
募
集

数
名
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
お

一
人
が
今
後
活
動
で
き
な
く
な
る
た

め
、
新
た
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
毎
週
水
曜
日
10
時
半
〜
18
時
半

●
場
所
／
自
宅
（
上
野
毛
）
と
職
場

●
募
集
人
数
／
1
名

●
条
件
／
1
回
（
8.5
時
間
の
場
合
）

　
８
１
６
０
円
（
１
０
２
０
円
／
時
）

　
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
別
途
支
給

　
女
性
希
望
、
年
齢
不
問

●
問
合
せ
／
玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

　
ー
ロ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
７
０
７
‐
３
５
２
８

tam
abora@

otagaisam
a.or.jp

　
関
節
の
炎
症
の
た
め
１
人
で
の
歩
行

が
難
し
い
女
性
教
員
が
、
通
勤
サ
ポ
ー

ト
（
車
の
運
転
お
よ
び
歩
行
時
に
荷
物

を
持
つ
。
片
道
40
分
程
度
）
と
、
仕
事

場
と
自
宅
で
の
Ｐ
Ｃ
作
業
（
メ
ー
ル
チ

ェ
ッ
ク
等
。
Ｐ
Ｃ
は
М
Ａ
Ｃ
）
を
手
伝

っ
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
犬
の
世
話
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
と
な
し
く
眠
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
お
世
話
は
ほ

ぼ
不
要
で
す
が
、
見
守
り
を
お
願
い
し

ま
す
。
通
勤
に
は
ご
本
人
の
車
を
使
用

し
、
道
に
慣
れ
る
ま
で
は
ご
本
人
が
片

道
を
運
転
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
複

有
償
ス
タ
ッ
フ
募
集

砧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
準
備
室
開
設

講
座
・
そ
の
他
・
募
集

●
開
設
予
定
日
／
６
月
22
日
（
月
）
〜

●
開
館
時
間
／
月
曜
日
〜
土
曜
日
、
10

　
時
〜
17
時
（
日
曜
・
祝
日
休
館
）

●
場
所
／
成
城
六
丁
目
事
務
所
棟
１
階

　
（
世
田
谷
区
成
城
6
‐
3
‐
10
）

●
交
通
／
成
城
学
園
前
駅
徒
歩
3
分

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

　
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

２
０
２
０
年
６
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、
新

た
に
「
砧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

準
備
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
た
い
」
と
き
や
、

「
だ
れ
か
の
手
助
け
が
欲
し
い
」
と
き

に
相
談
が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
運
営
相
談
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
関
連
の
情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

※
会
議
室
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
会
議
室

の
利
用
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

会
議
室
利
用
再
開
時
に
は
感
染
防
止
対

策
を
行
い
、
利
用
人
数
等
に
制
限
を
設

け
、
段
階
的
に
利
用
再
開
し
ま
す
。

（
※
状
況
に
よ
り
期
間
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

●
会
議
室
利
用
中
止
の
期
間
／

　
６
月
15
日
（
月
）
ま
で

●
電
話
に
よ
る
相
談
受
付
時
間
／

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
火
曜
日
〜
土
曜
日
９
時
〜
17
時

　
※
日
曜
日
・
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

　
月
曜
日
〜
土
曜
日
10
時
〜
17
時

　
※
日
曜
・
祝
日
は
休
館

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

https://w
w

w
.otagaisam

a.or.jp/

会
議
室
利
用
中
止

（延
長
）
の
お
知
ら
せ

　

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
任
意
団
体

の
立
ち
上
げ
や
運
営
に
関
す
る
相
談
の

ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
も
含
め
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
に
関
す
る
基
礎
的

な
個
別
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
運
営
に
悩
ん
で
い
る
、

助
成
金
情
報
が
知
り
た
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ

て
何
？　
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
す
で
に
活
動
し
て

い
る
方
も
、
こ
れ
か
ら
何
か
始
め
た
い

方
も
、
個
人
・
団
体
問
わ
ず
相
談
可
能

で
す
。
ま
ず
は
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。（
相
談
無
料
、
事
前
予
約
制
）

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー　
担
当　
宮
崎
・
大
垣
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

　
（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
相
談　

ご
相
談
く
だ
さ
い   

講
座
・
そ
の
他
・
募
集
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ハ
ガ
キ
で
励
ま
し
つ
な
が
ろ
う
！

お
う
ち
で
す
ご
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

出
か
け
ら
れ
な
い
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
に
ハ
ガ
キ
を
書
い
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
高
齢
者
の
方
た
ち
に
届
け
る
こ
と
で
、

元
気
も
お
届
け
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

6
月
末
日
ま
で
の
予
定
で
す
が
、
7

月
以
降
も
継
続
す
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ハ
ガ
キ
の
書
き
方
／

・
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
紙
に
、
好
き
な
絵

　

や
を
か
い
て
く
だ
さ
い
。（
画
用
紙

　
で
も
Ｏ
Ｋ
）

・
も
ら
っ
た
人
が
う
れ
し
く
な
る
よ
う

　
な
言
葉
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
封
筒
に
入
れ
ず
、
切
手
も
貼
ら
ず
、

　
そ
の
ま
ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
自
分
の
住
所
・
電
話
番
号
は
書
か
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

●
ハ
ガ
キ
の
送
り
方
／

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
下

　
記
の
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ

　
い
。
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
が
高
齢
者
の
方
に
届
け
て
く
れ
ま
す
。

《
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
置
い
て
あ
る
場
所
》

・
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
火
曜
〜
土
曜
9
時
〜
17
時
）

・
池
尻
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
（
池
尻
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
）

・
下
馬
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
（
下
馬
複
合
施
設
内
）

・
太
子
堂
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

（
太
子
堂
複
合
施
設
2
階
）

・
上
町
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
（
上
町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
2
階
）

・
経
堂
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
（
経
堂
出
張
所
内
）

・
梅
丘
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
（
梅
丘
複
合
施
設
内
）

・
二
子
玉
川
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン

　
タ
ー
（
二
子
玉
川
複
合
施
設
2
階
）

・
喜
多
見
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
（
喜
多
見
複
合
施
設
内
）

・
砧
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
（
砧
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
）

※
月
曜
〜
土
曜
8
時
30
分
〜
17
時

※
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
複
数
人
で
の
来

　
所
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
ー
５
１
０
１

①
寄
付
・
ご
支
援
の
お
願
い

　

せ
た
が
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
は
、

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
た
め
の
電
話
で

す
。
電
話
を
受
け
る
の
は
研
修
を
う
け

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
通
常
は
バ
ザ
ー
や
手
づ
く
り
品
の
販

売
な
ど
で
活
動
資
金
の
一
部
を
調
達
し

て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど

に
よ
り
、
活
動
資
金
を
確
保
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を

さ
さ
え
る
活
動
を
さ
さ
え
る
た
め
に
、

寄
付
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
郵
便
振
替
口
座
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
口
座
番
号
／

　
０
０
１
５
０
‐
８
‐
２
７
９
９
６
３

●
加
入
者
名
／
社
会
福
祉
法
人
世
田
谷

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

※
こ
の
口
座
へ
の
寄
付
は
、
所
得
税
の

　

寄
付
金
控
除
と
な
り
ま
す
。
通
信
欄

　
に
「
寄
付
申
込
書
せ
た
が
や
チ
ャ
イ

　
ル
ド
ラ
イ
ン
」と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

②
講
義
集
の
販
売

　
５
月
開
始
を
予
定
し
て
い
た
「
第
25

期
受
け
手
養
成
講
座
」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
講
座
の
内
容
を
ま
と
め
た
講
義

集
『
子
ど
も
に
育
て
て
も
ら
っ
た
お
と

な
た
ち
』
を
メ
ー
ル
で
ご
注
文
い
た
だ

け
ま
す
。
こ
の
講
義
集
は
受
け
手
養
成

講
座
の
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
り
、
せ
た
が

や
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
が
大
切
に
し
て

い
る
「
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
」
が
ぎ

ゅ
っ
と
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
受
け
手
養
成
講
座
を
受

け
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
や
、
子

ど
も
と
の
か
か
わ
り
に
悩
む
大
人
の
方

に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
内
容
／
１
冊
１
０
０
０
円
（
税
込
）。

　
お
支
払
い
は
後
日
お
振
込
み
と
な
り

　
ま
す
。（
別
途
送
料
）

●
注
文
方
法
／
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

　
「
お
名
前
・
送
付
先
ご
住
所
・
電
話

　
番
号
・
冊
数
」
を
ご
記
入
の
う
え
、

　
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
せ
た
が
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ

　
イ
ン
事
務
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

childline@
otagaisam

a.or.jp

せ
た
が
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
寄
付
・
ご
支
援
の
お
願
い

　

子
ど
も
を
さ
さ
え
る
活
動
を
さ
さ
え
て
く
だ
さ
い
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２
０
２
０
年

草
の
根
育
成
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
の
非
常
勤
職
員
募
集

せ
た
が
や
こ
ど
も
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

寄
付
・
支
援
の
お
願
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
盤
強
化
資
金
助
成

「
住
民
参
加
型
福
祉
活
動
資
金
助
成
」

　
「
せ
た
が
や
こ
ど
も
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
食
事
に
困
っ
て
い
る
ご
家
庭
の

子
ど
も
た
ち
に
食
料
を
無
償
で
提
供
す

る
活
動
で
す
。
現
在
、
お
弁
当
購
入
の

資
金
や
食
材
が
 不
足
し
て
い
ま
す
。
ご

寄
付
や
「
ア
マ
ゾ
ン
ほ
し
い
も
の
リ
ス

ト
」
を
利
用
し
た
食
材
提
供
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
子
ど
 も
の
育
ち
を

『
食
』
を
通
じ
 て
支
え
て
く
だ
 さ
い
。

●
振
込
先
／
楽
天
銀
行
第
二
営
業
支

　
店
２
５
２
普
通
７
９
０
３
１
５
０

　
セ
タ
ガ
 ヤ
コ
ソ
ダ
 テ
ネ
ッ
ト

※
振
込
名
義
人
の
お
名
前
の
頭
に
「
パ
 

　
ン
ト
リ
ー
」
と
入
力
く
だ
 さ
い
。

●
問
合
せ
／
せ
た
が
や
こ
ど
も
フ
ー
ド

　
パ
ン
ト
リ
ー
実
行
委
員
会

https://w
w

w
.kitazaw

aosk.com
/

foodsetagaya/
foodsetagaya@

gm
ail.com

世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
運
営

す
る
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
で

有
給
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
内
容
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
に
か
か
わ
る
相
談
業
務
、
諸
事
業
の

　
企
画
・
実
施
、
一
般
事
務
、
施
設
の

　
管
理
、
バ
ザ
ー
の
企
画
・
運
営
ほ
か

●
勤
務
地
／
世
田
谷
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

●
交
通
／
小
田
急
線
沿
線

●
勤
務
日
／
月
曜
〜
土
曜
日
の
う
ち
、

　
週
３
〜
４
日
程
度
（
月
２
回
程
度
土

　
曜
日
の
出
勤
あ
り
）

●
勤
務
時
間
／
９
時
55
分
〜
17
時
10
分

●
雇
用
期
間
／
５
月
以
降
〜
２
０
２
１

　
年
３
月
末
日（
勤
務
開
始
日
応
相
談
。

　
年
度
ご
と
の
契
約
、
更
新
あ
り
）

●
待
遇
／
時
給
１
０
７
０
円
（
交
通
実

　
費
支
給
、
雇
用
保
険
あ
り
）

●
応
募
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

　

作
文
「
応
募
の
動
機
」（
４
０
０
字

　
程
度
）
を
提
出
。

●
選
考
方
法
／
書
類
及
び
面
接

●
応
募
締
切
／
適
任
者
が
見
つ
か
り
次

　
第
締
切
。
応
募
の
前
に
お
電
話
で
お

　
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
世
田
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
１
２
‐
５
１
０
１

https://w
w

w
.otagaisam

a.or.jp/

　
年
４
月
1
日
か
ら
２
０
２
１
年
3
月

31
日

●
申
請
受
付
期
間
／
6
月
1
日
〜
6
月

13
日
（
消
印
有
効
、
メ
ー
ル
必
着)

●
助
成
額
／
1
事
業
あ
た
り
１
０
０
万

　
円
を
上
限

●
問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人
草
の
根

　
事
業
育
成
財
団
事
務
局

　
０
４
２
‐
４
２
７
‐
４
２
７
８

http://w
w

w
.kusanoneikusei.

net/

　
公
益
財
団
法
人
草
の
根
事
業
育
成
財

団
は
、
様
々
な
社
会
問
題
を
解
決
す
る

諸
団
体
と
協
働
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
な

市
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
助
成
を

す
る
財
団
法
人
で
す
。
助
成
対
象
事
業

等
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
対
象
／
都
内
に
拠
点
を
有
す
る
非
営

　
利
の
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
団
法

　
人
、
財
団
法
人
等
）
及
び
任
意
団
体

●
対
象
と
な
る
助
成
期
間
／
２
０
２
０

●
対
象
／
５
人
以
上
で
活
動
す
る
営
利

　
を
目
的
と
し
な
い
団
体
（
法
人
格
の

　
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
社
会

　
福
祉
法
人
は
除
く
）

●
申
込
締
め
切
り
／
6
月
19
日
17
時

●
助
成
金
／
１
団
体
30
万
円
を
上
限

●
問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ

　
Ｏ
福
祉
財
団

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
３
３
４
９
‐
９
５
７
０　

https://w
w

w
.som

po-w
f.org/ 

　
公
益
財
団
法
人
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
福
祉
財

団
に
よ
る
「
住
民
参
加
型
福
祉
活
動
資

金
助
成
」
で
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
・
障
害
者
・
子
ど
も
等
に
関
す
る
複

合
的
な
生
活
課
題
に
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
、
包
括
的
な
支
援
を
行
な

う
活
動
に
必
要
な
資
金
を
助
成
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
伴
う
支
援
活
動
（
学
校
閉
鎖
に
お
け

る
子
ど
も
支
援
等
）も
対
象
と
し
ま
す
。

助
成
金
情
報
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世田谷ボランティア協会の活動●支援拠点

■この数年を振り返っただけでも、大規模な水
害が多発しています。去年の巨大台風の猛威や、
猛烈な風雨に怯えて眠れぬ夜を過ごしたことを
を思い出しました。何事も備えは早めに。
■先日大学の授業協力で、初めてオンライン授
業をさせていただきました。カメラ越しでの講
義は少し緊張しましたが、新たな事業の可能性
を感じた経験でした。（み）
■最近は、行ったことのないお店のテイクアウ
トでランチタイムを楽しんでいます。（こ）

編
　
集
　
後
　
記

◆センター＆ビューローより
ついに、「砧ボランティアビューロー準備室」が開設します！　小さな準備室ですが、
ここから新たな関係づくりを始めたいと思います。砧地域の方、ぜひお立ち寄りください。

■ケア相談センター結（ゆい）   〒154－0002 下馬3－22－13丸伝ビルⅣ　2Ｆ TEL （5433）2830 FAX （6383）2156

●「市民が主役」のボランティア活動の拠点●

●いのちを大切にするところ「ふらっと」＆「with」です●

●でんわだから、はなせるネ！ 18さいまでのこどもせんようでんわ●

●くらしを紡ぎ、わかちあう「結」と「連」●

■世田谷ボランティアセンター	  〒154－0002	 下馬2－20－14	 TEL （5712）5101	 FAX （3410）3811

■ケアセンター「ふらっと」    〒154－0002 下馬2－20－14    　 TEL （5712）5105 FAX （3410）3813

■せたがやチャイルドライン	 こどもせんようでんわ　TEL （3412）4747　0120-99-7777（フリーダイヤル）
　　　　　　　　　　　　＊事務局は世田谷ボランティアセンターにあります

■梅丘ボランティアビューロー	  〒154－0022	 梅丘1－8－9	 TEL （3420）2520	 FAX （3706）2854
■代田ボランティアビューロー	  〒155－0033 代田2－20－6	 TEL （3419）4545	 FAX （3412）3210
■玉川ボランティアビューロー	  〒158－0094	 玉川2－1－15	 TEL （3707）3528	 FAX （3708）3058

■ケアセンター「ｗｉｔｈ」    〒154－0002 下馬3－22－13丸伝ビルⅣ１Ｆ  TEL （6805）4715 FAX （6805）4718

■ケアステーション連（れん）   〒154－0002 下馬3－22－13丸伝ビルⅣ　2Ｆ TEL （6805）4716 FAX （6805）4718

◆ふらっと＆ with より
5 月もコロナウィルスのニュースで溢れたひと月でした。気づけば街中では花々の香りも移り変わってい
ます。そろそろ紫陽花がきれいに咲くころ、早く利用者のみなさんと一緒に楽しみたいものです。

◆チャイルドラインより
学校のこと、おうちのこと、口に出せないでいるもやもやもチャイルドラインで話してもらえたらいいな。
つながりにくいかもしれませんが、お話したいことがあるときは 0120-99-7777 に電話してみてくださいね。

◆結 ・連より
介助を必要としている人がいます！世田谷を走り回っています。ヘルパー募集継続中です！

●障がいにともなう「困った！」を話せるところ●

■地域障害者相談支援センター ぽーとせたがや  〒154－0002 下馬3－22－13丸伝ビルⅣ 2Ｆ TEL （6804）0405 

横山　康博

https://www.otagaisama.or.jp/

■砧ボランティアビューロー準備室 〒157－0066	 成城6－3－10	 6月22日開所予定 


